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インボイス対応仕様の動向

• デジタル庁はJP-PINTの導入を決定
• JP-PINTは欧州版公共調達インボイス標準の日本版
• JP-PINTは業界インボイスとの連携はまだ未検討

• 大手業界は既存の業界EDI請求メッセージをインボ
イス対応に組み替えて対応
• 民民取引には業界インボイス仕様の利用を予想

• 2023/10以降は多様なインボイス仕様の併存による
『インボイス多画面問題発生』が懸念される

• 中小企業共通EDIはインボイス多画面問題の解消を
目指して標準ver.4.1を公開
• 多様な業界と取引する中小企業にとっては一つのインボ
イス仕様で対応できることが望ましい

• 今後の多様な業界インボイスとの連携を考慮して、国際
標準をベースにしたインボイス仕様を策定

2023/3/24 r1 2



2023/3/24 r1 3

出典：電子インボイスに係る取り組み状況について（内閣府IT総合戦略室_令和2年12月9日。（ITC協会が加筆）

JP-PINT



インボイスのユーザーニーズ

• インボイスはすべての取引に適用されるので、多様な
ユーザーが利用する
• これを一つの仕様で対応することは無理がある
• 大手業界団体は業界固有インボイス仕様を策定

• 中小企業の取引先は多様
• 【ニーズ１】小規模企業のニーズ

• 適格請求書の法的要件を満たす簡易なインボイス
• 【ニーズ２】一般的な中小企業のニーズ

• 民民取引：既存利用パッケージFAX請求書のデジタル移行
• 官民取引：JP-PINTへの対応

• 【ニーズ３】大企業と取引する中小企業ニーズ
• 同じアプリから大企業へインボイスを出したい
• 大企業の請求レス方式に人手をかけずに対応したい

• 大企業のニーズ
• 【ニーズ４】請求レス方式への対応

• 中小企業へもデジタル請求レス方式で送信したい
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共通EDIインボイスは３タイプ

タイプ 内容

共通コア請求 ・適格請求書の記載要件を満たす簡易インボイス
・汎用的に利用されるインボイス対象外取引デー
タの併記が可能
→（例）振込アンマッチ金額の請求など

単一文書請求 ・既存のパッケージアプリFAX請求書のデジタル
インボイス化に対応
・日本の商習慣への対応機能機能を組み込み

→（例）税込み請求への対応など
・JP-PINTとのデータ連携
・電帳法への対応
・「真実性確保の要件」

統合文書請求 ・複数のインボイス対応文書の組み込み可能
・大手の複数税率別インボイス文書と鏡ヘッダ文
書への対応

・大手企業の請求レス方式への対応
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日本の商習慣への対応
日本の商習慣対応 内容

税抜会計、税込会計への対応 税抜き、税込みのいずれにも対応できる

消費税対象外請求への対応
（例１）違算請求（前回請求と入
金の差異金額の請求）への対応
（例２）源泉徴収税への対応

消費税対象外の請求ができる。
通常取引の請求と同じ請求書へ組み込む
ことも可能

直接取引外の決済関係者への対応
・請求者と請求先
・支払元と支払先

委託販売などで、発注者以外の請求先へ
の請求や、受注者の代わりの請求者によ
る請求ができる
発注者以外からの支払へも対応できる

大手業界インボイスの「税率別イ
ンボイス＋鏡ヘッダ」方式へ対応

税率別インボイスと鏡ヘッダの複数メッ
セージを中小企業取引へ導入できる

請求レス方式への対応 仕入明細メッセージと仕入明細回答メッ
セージのセット新設により、請求レス方
式へ対応できる

電帳法「真実性確保の要件」への
対応

変更の履歴を記録・保存できるので「真
実性確保の要件」に対応できる
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インボイス制度対応の情報項目
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共通EDI
標準ver4.1
情報項目

PEPPOL

中小企業
パッケージ
アプリ
情報項目

JP-PINT
日本向拡張

JP-PINT
対応拡張

PEPPOL
欧州仕様

インボイス
対応拡張

適格請求書の
必須情報項目

日本商習慣
情報項目

JP-PINT
共通EDI
標準ver.4.1

パッケージ
アプリ

日本では利用
しない情報項目



デジタルインボイスの国際標準
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UBL版
PEPPOL(2018年)

国連CEFACT版
ZUGFeRD(2020年)
ドイツ・フランス
の民間規格

JP-PINT(2022年)

中小企業共通EDI標準
(2018年)

「インボイス仕様編」
中小企業版CII(2022年)

CCL22Bバージョンで策定

国連CEFACT_Core Component Library(CCL)共通辞書
2006年初版（2回／年更新）

ビジネス
インフラ事業
経済産業省
（2009年）

国連CEFACT_Cross Industory Invoice(UNCII:2016)
データモデル（CCL16Bバージョンで策定）

欧州連合指令 Directive 2014/55/EU（2014年）
公的調達インボイスの欧州共通仕様3年以内策定

次世代企業間
データ連携事業

中小企業庁（2016年）

欧州標準化委員会
欧州版CII（EN16931）策定（2017年）

データ連携を検討中
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